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Sun Java System Portal Server 7.1 Update 2リ
リースノート

このリリースノートには、Sun JavaTM System Portal Server 7.1 Update 2リリース時点に
おける重要な情報が記載されています。ここでは、docs.sun.com SMですでに入手可
能になっている Sun Java System Portal Server 7.1マニュアルを補足する新機能、拡張機
能、既知の問題、制限事項などについて説明します。Portal Server 7.1 Update 2をご使
用になる前に、このリリースノートをお読みください。

このリリースノートの最新情報は、次の Sun Java SystemマニュアルWebサイトで参
照できます。docs.sun.com。ソフトウェアをインストールおよび設定する前だけでな
く、それ以降も定期的にこのWebサイトをチェックして、最新のリリースノートと
製品マニュアルを確認してください。

このリリースノートは、次の節で構成されています。

■ 6ページの「リリースノートの変更履歴」
■ 6ページの「Portal Server 7.1 Update 2について」
■ 8ページの「Portal Server 7.1 Update 2のインストールまたはアップグレード」
■ 13ページの「このリリースのバグ」
■ 34ページの「既知の問題点と制限事項」
■ 43ページの「再配布可能なファイル」
■ 44ページの「問題の報告とフィードバックの方法」
■ 45ページの「その他の情報」

このガイドで参照されるサードパーティーのURLで、詳細な関連情報を得ることが
できます。
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注 –このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能
な、コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけでは
なく、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこ
れらを経由して利用可能な、コンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したこ
とに伴って発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失について
も、Sunは一切の責任を負いません。

リリースノートの変更履歴
表 1 変更履歴

日付 変更点

2007年 8月 31日 『Sun Java System Portal Server 7.1 Update 2リリースノート』のリリース

Portal Server 7.1 Update 2について
Sun Java System Portal Server 7.1 Update 2は、エンドユーザーがリソースとアプリケー
ションにアクセスするためのポータルデスクトップ環境を提供します。また、Portal
Serverは、ポータルデスクトップからインターネットコンテンツの整理とアクセスを
可能にする検索エンジンのインフラストラクチャーも提供します。

Portal Server 7.1 Update 2は、ブログポートレット、コミュニティー機能、および
AJAXデスクトップなどの追加機能を提供します。Solarisおよび Linuxプラット
フォームの場合、Java ESインストーラを使用して Portal Server 7.1 Update 2をインス
トールするか、またはパッチを使用して既存の Portal Server 7.1インストール環境を
Portal Server 7.1 Update 2にアップグレードすることができます。

注 – Portal Server 7.1 Update 2はWindowsプラットフォームではサポートされていませ
ん。

また Portal Serverは、リモートユーザーがインターネットを経由して組織のネット
ワークとそのサービスに安全にアクセスできるようにする、Secure Remote Access
(SRA)もサポートします。また、このリリースは、組織に対して、従業員、ビジネス
パートナー、一般の人々など、あらゆる対象読者向けにコンテンツ、アプリケー
ション、データへのアクセスを提供するセキュアなインターネットポータルを提供
します。

リリースノートの変更履歴
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この節では、次の点を説明します。

■ 7ページの「新機能」
■ 7ページの「推奨されなくなったまたは削除された機能」

新機能
Portal Server 7.1 Update 2には、次の新機能があります。

■ ブログポートレット
■ 非公開コミュニティーを含むコミュニティーメンバーシップ
■ コミュニティー管理
■ コミュニティー間の検索
■ AJAXデスクトップ
■ 開発者用サンプルの「コミュニティーホーム」タブ

推奨されなくなったまたは削除された機能
Portal Server 7.1 Update 2で推奨されなくなった機能は、次のとおりです。

■ Lotusのアドレス帳およびカレンダが旧バージョンの NCSO.jarで動作しない

注 –今後、リライタ用のMicrosoft ExchangeおよびOWAルールセットは製品
パッケージに含まれなくなります。

推奨されていない機能に関する通知と告知
■ Portal Serverのメール、カレンダ、およびアドレス帳の通信チャネルは推奨されな
くなり、将来のリリースではサポートされなくなります。推奨されなくなるコン
ポーネントは次のとおりです。
■ メールテンプレートベースのプロバイダ
■ メール JSPプロバイダ
■ カレンダテンプレートベースのプロバイダ
■ カレンダ JSPプロバイダ
■ アドレス帳テンプレートベースのプロバイダ
■ Lotus Notesメール/カレンダ/アドレス帳テンプレートプロバイダ
■ Lotus Notesメール/カレンダ/アドレス帳 JSPプロバイダ
■ Microsoft Exchangeメール/カレンダ/アドレス帳テンプレートプロバイダ
■ Microsoft Exchangeメール/カレンダ/アドレス帳 JSPプロバイダ

サンプルポータルでは、従来の Java ESリリースのようなそのまま使用できる通信
チャネルの統合機能は提供されなくなります。

Portal Server 7.1 Update 2について
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■ Sun Java System Portal Serverには、モバイルデバイスに使用可能なソリューション
開発をサポートしてきた長い歴史があります。今後の Portal Serverリリースでの
モバイルアクセスのサポートは、将来のモバイルポータルの実装に不可欠な機能
中心になるように見直されます。この機能には、独自の抽象マークアップ言語
(AML)の知識を必要とせずに最新のデバイスで使用される特定のマークアップ言
語をサポートする標準ポートレットを開発する機能、および標準 JSR-188 API実装
を使用して標準ポートレットからCC/PP情報にアクセスする機能が含まれます。
この目的に必要のないほかの機能は推奨されなくなり、将来のリリースではサ
ポートされなくなる可能性があります。各機能は以下のとおりです。
■ AMLのサポート
■ メール、カレンダ、およびアドレス帳モバイルアプリケーションのサポート
■ 組み込み型の音声マークアップファイル
■ メール、カレンダ、およびアドレス帳アプリケーションのサポートに使用され
るタグライブラリ

■ Aligo提供のデバイスデータベース
■ 文書変換に使用する Stellent社のOutideInHtml Exportテクノロジ

■ WSRP機能と連動したサービスレジストリ使用のサポートは将来のリリースで削
除されます。

■ Portal Server 7.0で導入された独自のポートレット間通信方式は、標準のイベント
化メカニズムが JSR-286で使用可能になったときに、将来のリリースで削除され
る可能性があります。

■ Java 1 Secure Access NetFileは Portal Server 7.1 Update 2から削除されました。

注 – Java 2バージョンのNetFileは Portal Server 7.1 Update 2から削除されていませ
ん。

■ J2SE 1.4サポートは、Java ES 6のすべてまたは一部の製品から削除される可能性が
あります。

Portal Server 7.1 Update 2のインストールまたはアップグ
レード

Java ESインストーラを使用して Portal Server 7.1 Update 2をインストールできます。

この節では次の内容について説明します。

■ 9ページの「Portal Server 7.1 Update 2のインストール」
■ 9ページの「Portal Server 7.1 Update 1から Portal Server 7.1 Update 2へのアップグ
レード」

Portal Server 7.1 Update 2のインストールまたはアップグレード
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Portal Server 7.1 Update 2のインストール
Portal Server 7.1 Update 2をインストールするには、インストールビットをダウンロー
ドしてインストーラを実行します。

Portal Server 7.1 Update 2は、次のプラットフォーム上でサポートされています。

■ SPARC上の SolarisTM 9または Solaris 10
■ x86上の Solaris 9または Solaris 10
■ x86上のRed Hat Enterprise Linux 3.0 Update 3または 4.0

Solarisおよび Linuxプラットフォームでのインストールの詳細については、『Sun
Java System Portal Server 7.1 Configuration Guide』の第 1章「Installing Sun Java System
Portal Server 7.1」を参照してください。『Configuration guide』には、ハードウェアと
オペレーティングシステムの要件、ソフトウェア要件、および Portal Server 7.1イン
ストールの確認などの情報が含まれています。『Configuration guide』に記載されて
いる情報は、Portal Server 7.1と Portal Server 7.1 Update 2に適用されます。

Portal Server 7.1 Update 1からPortal Server 7.1
Update 2へのアップグレード
Solarisおよび Linuxプラットフォームの場合、パッチを使用して Portal Server 7.1
Update 1を Portal Server 7.1 Update 2にアップグレードできます。

Portal Server 7.1 Update 1から Portal Server 7.1 Update 2へは次の手順でアップグレード
します。

▼ SolarisプラットフォームでPortal Server 7.1 Update 1から7.1
Update 2にアップグレードする

Sunsolveから次のパッチをダウンロードします。

SPARCの場合は 124301-07、x86プラットフォームの場合は 124302-07。

Portal Server 7.1 Update 1のローカライズされたバージョンをアップグレードする必要
がある場合は、次のパッチをダウンロードします。Solarisプラットフォームの場合:
127237-01。Solaris x86プラットフォームの場合: 127237-01

Java ES 5から Portal Server 7.1 Update 1にアップグ
レードした場合には、次のローカライズパッチ
を使用します。

Solarisの場合: 125301-04

Solaris x86の場合: 125301-04

1
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Portal Server 7.1から Portal Server 7.1 Update 1に
アップグレードした場合には、次のローカライ
ズパッチを使用します。

Solaris SPARC - 123254-04

Solaris x86 - 124590-04

パッチのあるディレクトリに移動し、次のコマンドを実行して 1つまたは複数の
パッチを追加します。

patchadd patch-id

Webコンテナを再起動します。

Sun Java System Application Serverの場合:

/ApplicationServer_base/Appserver/bin/asadmin stop-domain domain1

/ApplicationServer_base /Appserver/bin/asadmin start-domain --user admin
--password password domain1

Sun Java System Web Serverの場合:

/var/opt/SUNWwbsvr7/https-host.domain-name /bin/stopserv

/var/opt/SUNWwbsvr7/https- host.domain-name/bin/startserv

共通エージェントコンテナを再起動します。
/usr/lib/cacao/lib/cacaoadm stop

/usr/lib/cacao/lib/cacaoadm start

次のコマンドを実行して、共通エージェントコンテナが動作していることを確認し
ます。

/usr/share/bin/cacaoadm status

次のコマンドを実行して、Portal Serverを 7.1 Update 2に更新します。

PortalServer-base/opt/SUNWportal/bin/psupdate -a

psupdateスクリプトを実行する方法については、次の表を参照してください。

質問 操作

Have you restarted all your servers (cacao, web
container)?

共通エージェントコンテナとWebコンテナを再
起動した場合はYを入力します。

共通エージェントコンテナとWebコンテナを再
起動していない場合はNを入力します。Nを入
力すると、スクリプトは終了します。共通エー
ジェントコンテナとWebコンテナを再起動し、
psupdateスクリプトを起動する必要がありま
す。

2

3

4

5

6
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Please enter the host name on which this installation
resides (excluding domain name):

インストール環境が存在するホスト名を入力し
ます。例: i-planet-14。

Please enter the fully qualified host name on which
this installation resides:

インストール環境が存在する完全修飾ホスト名
を入力します。例: i-planet-14.red.iplanet.com

Please enter the name of the Portal configuration
directory:

設定ディレクトリのデフォルト名は
/etc/opt/SUNWportalです。

Are Portal web applications installed using the web
container name?

スクリプトは Portal Server 7.1のインストールに
使用したWebコンテナを自動的に検出します。

Please enter the port of the web container's
Administration Server

Sun Java System Application Serverの場合、デ
フォルト値は 4849です。

Sun Java System Web Serverの場合、デフォルト値
は 8989です。

Please enter the name of the web container's
administrator

管理者 IDを入力します。

Please enter the web container's administrator's
password:

管理者のパスワードを入力します。

Please enter the Access Manager administrator's id: Access Manager管理者の IDを入力します。デ
フォルトでは、管理者 IDは amadminです。

Please enter the Access Manager administrator's
password:

Access Manager管理者のパスワードを入力しま
す。

Do you wish redeployment to be constrained to local
Portal instances?

このマシンでホストされている Portal Serverイン
スタンスのみで再配備が実行されるようにする
場合は、Yを入力します。Webコンテナクラス
タを使用しているポータルインストール環境の
場合は、このオプションを選択しないようにし
ます。このマシンで少なくとも 1つのインスタ
ンスをホストしている Portalすべての全インス
タンスで再配備が実行されるようにする場合
は、Nを入力します。このオプションは、Web
コンテナクラスタを使用している Portalインス
トール環境に必須です。

Do you wish to (re)install the Enterprise Sample? エンタープライズサンプルをインストールする
場合はYを入力します。デフォルト値はNで
す。

サンプルがカスタマイズ済みである場合にYを
選択すると、サンプルは上書きされます。

Please enter the Access Manager LDAP User
password:

Access Manager LDAPユーザーパスワードを入力
します。デフォルト値はNです。

サンプルがカスタマイズ済みである場合にYを
選択すると、サンプルは上書きされます。

Portal Server 7.1 Update 2のインストールまたはアップグレード
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Do you wish to (re)install the Developer Sample? 開発者用サンプルをインストールする場合はY
を入力します。デフォルト値はNです。

サンプルがカスタマイズ済みである場合にYを
選択すると、サンプルは上書きされます。

Do you wish to (re)install the Community Sample? 開発者用サンプルをインストールする場合はY
を入力します。デフォルト値はNです。

サンプルがカスタマイズ済みである場合にYを
選択すると、サンプルは上書きされます。

Is the Community database running? コミュニティーデータベースが実行中である場
合は、Yを入力します。

共通エージェントコンテナとWebコンテナを再起動します。

▼ LinuxプラットフォームでPortal Server 7.1 Update 1から7.1
Update 2にアップグレードする

Sunsolveから次のパッチをダウンロードします。
124303-07

パッチのあるディレクトリに移動して、updateスクリプトを実行します。

(省略可能) Portal Server 7.1 Update 1のローカライズされたバージョンをアップグレー
ドする場合は、パッチ 125302-04をダウンロードしてインストールます。

a. 次のコマンドを使用して、各 rpmファイルをインストールします。
rpm -Fvh /patch-id/file-name.rpm

例: rpm -Fvh /125302-02/sun-portal-base-l10n-7.1-1.1.i386.rpm

Webコンテナを再起動します。

共通エージェントコンテナを再起動します。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm start

次のコマンドを実行して、共通エージェントコンテナが動作していることを確認し
ます。
/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm status

次のコマンドを実行して、Portal Serverを 7.1 Update 2に更新します。
PortalServer-base/opt/SUNWportal/bin/psupdate -a

7
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共通エージェントコンテナとWebコンテナを再起動します。

▼ パッチを削除する

次のコマンドを実行します。

patchrm patch-id

Webコンテナと共通エージェントコンテナを再起動します。

次のコマンドを実行してPortal Server 7.1 Update 1にロールバックします。

psupdate -r

共通エージェントコンテナとWebコンテナを再起動します。

このリリースのバグ
ここでは、Portal Server 7.1 Update 2の制限事項について説明します。

次の内容について説明します。

■ 14ページの「インストール」
■ 15ページの「コマンド行ユーティリティーによる管理」
■ 15ページの「デスクトップ」
■ 16ページの「ポートレット」
■ 16ページの「Portal Server管理コンソール」
■ 19ページの「Proxylet」
■ 20ページの「リライタ (Rewriter)」
■ 21ページの「Netlet」
■ 22ページの「NetFile」
■ 22ページの「Secure Remote Access (SRA)」
■ 25ページの「検索、登録、ディスカッション」
■ 26ページの「WSRP」
■ 26ページの「各国語化」
■ 29ページの「Mobile Access」
■ 30ページの「ブログポートレット」
■ 31ページの「Wiki」
■ 31ページの「サンプルポータル」
■ 32ページの「アップグレード」
■ 33ページの「マニュアルの更新」
■ 33ページの「その他のユーザー」
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インストール

ルートユーザーとしてパッチを適用する必要がある。(#5080029)

対処方法:インストール後設定にしたがって Portal Serverを非ルートユーザーとし
て実行した場合は、それらの設定を削除し、Portal Serverをルートとして実行して
からパッチを適用する必要があります。

パッチが正常に適用された後に、インストール後の手順にしたがって Portal Server
を非ルートユーザーとして実行します。

Portal Server と Access Manger が 2 つの別々のマシンにインストールされている
と、ディスカッションの作成と検索が失敗する。(#6534761、6534777)

対処方法: Portal Server 7.1を Portal Server 7.1 Update 2にアップグレードした後で、共
通エージェントコンテナを再起動します。

Solarisプラットフォームの場合:

/usr/lib/cacao/lib/cacaoadm stop

/usr/lib/cacao/lib/cacaoadm start

Linuxプラットフォームの場合:

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm start

新規ポータル作成後に、共通エージェントコンテナの再起動が必要である。
(#6521384)

例: Linuxプラットフォームで、Application Server 8.2を Portal ServerのWebコンテ
ナとして使用している場合は、新規ポータル作成後に共通エージェントコンテナ
を再起動してください。

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm stop

/opt/sun/cacao/bin/cacaoadm start

Portal Server が Application Server クラスタにインストールされている場合、
Portal Server をアンインストールするには、各ノードで Portal Server インスタン
スを削除する必要がある。(#6494878)

対処方法:次の操作を行います。

1. 各二次ノードでDASを起動します。
2. psadmin delete-instanceコマンドを実行して、各二次ノードから Portal Server
インスタンスを削除します。

3. 主ノードから Portal Serverインスタンスを削除します。
4. uninstallコマンドを実行して、Portal Serverをアンインストールします。

このリリースのバグ
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コマンド行ユーティリティーによる管理

—overwrite オプションのデフォルトは、Portal Server 管理コンソールからのイン
ポートが true、psadmin import コマンドが false になっている。(#6323091)

対処方法: psadmin importサブコマンドを --dp-onlyオプションとともに使用する
場合、指定した dnのディスプレイプロファイル全体を置き換えるに
は、--overwriteオプションを使用します。たとえば、次のように入力します。

./psadmin import -u amadmin -f ps_password -p portal-ID --dp-only --continue

--overwrite

インスタンスがポータルホスト以外のホスト上にある場合、ポータルディレクトリ
が削除されない。(#6355651)

説明: delete-portalをmachine1から実行します。ディレクトリ
/var/opt/SUNWportal/portals/portal1はmachine1から削除されます。ただし、こ
のディレクトリはmachine2からは削除されません。

対処方法:ディレクトリ /var/opt/SUNWportal/portals/portal1をmachine2から削除
します。

コラボレーションとコミュニティー

コミュニティーポートレットにはじめてアクセスしたときに、コンテンツが表示で
きないというエラーが表示される。(#6495254)

対処方法:ブラウザの表示を更新してください。

デスクトップ

Portal Server デスクトップのオンラインマニュアルが Portal Server 7.1 のオンラ
インマニュアルを参照する。(#6573973)

対処方法: http://docs.sun.com/app/docs/coll/1552.1から Portal Server 7.1 Update 1
オンラインマニュアルにアクセスします。

Cookie サイズが原因で、ポートレットが認証を受けない匿名ユーザーにエラーを出
す。(#6460104)

説明:認証を受けない匿名ユーザーの場合、プロパティーはCookieに保存されま
す。それには、すべてのポートレット描画引数とデスクトップ引数が含まれま
す。描画引数が特定のサイズに達すると、ポートレットはエラーになります。

対処方法:次の操作を行います。

1. Access Manager管理コンソールにログインします。

このリリースのバグ
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2. 「サービス設定」—>「クライアントディテクション」の順にクリックしま
す。

3. 「クライアントディテクション」画面で、「クライアントタイプ」フィールド
の横に表示されている「編集」リンクをクリックします。

4. 「クライアントマネージャー」ポップアップウィンドウで、3番目のページを
選択します。

5. 「genericHTML」の横に表示されている「編集」リンクをクリックします。
6. ポップアップウィンドウで、「追加プロパティー」オプションを選択してプロ
パティー authlessState=serverを追加します。

Portal Server デスクトップにアクセスしようとすると、次のエラーが表示される。
「Invalid Keystore format. (無効なキーストア形式)」(#6446218、6488139)

対処方法:次の操作を行います。

1. /var/opt/SUNWportal/portals/portalID /config/instanceIDディレクトリにアク
セスします。

2. このディレクトリで、securityを security.backupにリネームします。

3. インスタンスを再起動します。

ポートレット

ポートレット出力値がキャッシュされる。(# 6273292)

説明:更新時間値を 0に設定してください。たとえば、<String name="refreshTime"
value="0" advanced="true"/>を実行します。

コミュニティーポートレットのヘルプで次のエラーメッセージが表示される。
「ページが見つかりません。」 (#6547258)

対処方法:コミュニティーサンプルの右上にある「ヘルプ」ボタンを使って、オン
ラインヘルプにアクセスしてください。

Portal Server管理コンソール

開発者管理者ユーザーの場合、新規に作成された DN は次のセッションでのみ更新さ
れます。(#6573378)

対処方法:次の操作を行います。

1. Portal Serverに developerAdminとしてログインします。
2. 「管理」タブと「チャネル」タブをクリックします。
3. 「編集」をクリックします。DeveloperSampleの下にあるすべてのDNが一覧
表示されます。
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4. 新規ブラウザを開き、Access Managerにログインして、開発者サンプルの下に
新しいサブ組織を作成します。

5. 新しい組織にすべてのポータルサービスを割り当てます。

6. Portal Serverデスクトップを更新して、「管理」->「チャネル」->「チャネル
作成管理」の順に移動します。

7. 「編集」をクリックします。新しく作成された組織は一覧に表示されていませ
ん。

developerAdminユーザーは、新しく作成された組織を表示するために、一度ロ
グアウトしてログインし直す必要があります。

ポータルをインポートまたはエクスポートするときに、「ファイルを選択」オプ
ションが機能しない。(#6545784)

対処方法:ポータルをインポートまたはエクスポートするときには、parファイル
のフルパスを指定してください。

Application Server 8.2 で、データソースが新規 Portal Server インスタンス上に配
備されない。(#6515080)

対処方法: Application Server 8.2管理コンソールで次の操作を行います。

1. Application Server管理コンソールにログインします。

2. 「リソース」->「JDBC」->「JDBCリソース」->「jdbc/communitymc」の順に
クリックします。

3. 右フレームで、「ターゲット」をクリックし、「ターゲットを管理」をク
リックします。

4. サーバーインスタンスを追加します。

Instant Messenger が原因で TimeOut になると、Portal Server /portal/dt ページが
正しくロードされない。(# 6200508)

対処方法:次の操作を行います。

1. Access Manager管理コンソールにログインします。
2. 「アイデンティティー管理」->「サービス」の順にクリックします。
3. 「最大セッション時間」を SSOチャネルのタイムアウトより大きい値に変更
します。

管理コンソールのヘルプで、HTTPS となっている箇所を HTTP に、URL となっている
箇所を URI に読み替える必要がある。(#6476607)

説明:「Secure Remote Access」の「プロファイル」の項目で、属性の説明
に「HTTPポート— HTTPSポートを指定します。デフォルト値は 80です。」と
あります。HTTPSをHTTPと読み替えてください。「すべてのURLのリライ
ト」を「すべてのURIのリライト」に読み替える必要があります。
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Web Server SSL マシンでヘルプファイルが表示されない。(#6351789)

説明: psconsoleにログインし、「ヘルプ」ボタンをクリックします。ヘルプの目次
は表示されません。

対処方法:次の手順を実行します。

1. ./web-src/common/common-fonfig.xmlの JavaHelpBeanの管理 Bean宣言に Bean
管理プロパティー httpPortを追加します。common-config.xmlファイルは、
psconsole WARファイル内にあります。

2. httpPortの値を、Webコンテナで提供されているセキュリティー保護されて
いないポート (http)に設定します。

例:次の例は、httpPortをポート 8080に設定する方法を示しています。

<managed-bean>

<description>The backing bean for the Java Help component</description>

<managed-bean-name>JavaHelpBean </managed-bean-name>

<managed-bean-class>com.sun.web.ui.bean.HelpBackingBean </managed-bean-class>

<managed-bean-scope> request</managed-bean-scope>

<managed-property>

<property-name>jspPath </property-name>

<value>faces </value>

</managed-property>

<managed-property>

<property-name> httpPort</property-name>

<value>8080</value>

</managed-property>

</managed-bean>

上記の例が機能するには、Webコンテナで httpポートがサポートされている必要
があります。Beanプロパティーの管理および httpポートの値の設定を行うには、
psconsole WARの unjarおよび re-jarを追加する必要があります。新しい
psconsole WARを作成したら、変更を反映させるために再配備する必要がありま
す。
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Proxylet

「自動ダウンロード」機能を動作させるには、「Portal Desktop を更新する」プロ
パティーを有効にする必要がある。(#6584477)

対処方法:「自動ダウンロード」機能を動作させるには、管理者が「Portal Desktop
を更新する」プロパティーを有効にする必要があります。

1. Portal Server管理コンソールにログインします。
2. 「Secure Remote Access」->「Proxylet」の順にクリックします。
3. 「Proxylet起動時に Portal Desktopを更新する」を「はい」に設定します。

プロキシレットヘルプはプロキシレットチャネルからのみ利用可能である。
(#5036777)

説明:プロキシレットヘルプはプロキシレットチャネルからのみ利用可能である。
「プロキシレットを編集」ページから「ヘルプ」リンクをクリックすると、デス
クトップオンラインヘルプが表示されます。

Solaris プラットフォーム上の Firefox ブラウザの場合、プロキシレットは Java

Web Start モードでは起動しない。(#6464974)

対処方法: Windows版 Firefoxの istall_dir/defaults/profile/mimeTypes.rdfを、
Solaris版 Firefoxの istall_dir/defaults/profileディレクトリにコピーしてくだ
さい。

Portal Server をログアウトしても、プロキシレットコンソールが閉じない。
(#6496855)

対処方法:プロキシレットアプリケーションを停止して、ブラウザを閉じてくださ
い。

デフォルトではないルートプロキシレットユーザーの場合、pac ファイルにプロキ
シレットルールが含まれない。(#6445867)

説明:プロキシレットユーザーの場合、pacファイルにはプロキシレットルールが
含まれません。

1. Access Manager管理コンソールで、developersampleの下にユーザーを作成しま
す。

2. Portal Server管理者コンソールで、developersampleのプロキシレットルールを
作成します。

3. Portal Serverデスクトップにプロキシレットユーザーとしてログインします。
4. プロキシレットを起動します。
プロキシレットがアプレットモードでダウンロードされます。しかし、生成さ
れる pacファイルにはプロキシレットルールが含まれていません。

対処方法:次の操作を行います。

このリリースのバグ

Sun Java System Portal Server 7.1 Update 2リリースノート 19



1. Access Manager管理コンソールにログインします。
2. 「SRA」タブを選択して、「プロキシレット」タブをクリックします。
3. 組織の「COS優先順位」を「最も高い」より下に変更します。
4. o=DeveloperSampleの「COS優先順位」を「最も高い」より下に変更します。
5. developer_sampleの下にあるすべてのサブ組織の「COS優先順位」を「最も高
い」に設定します。

サブ組織の下に作成されたユーザーには、対応するプロキシレット pacファイ
ルが生成されます。

指定したセッションのアプレットウィンドウを閉じると、プロキシレット pac

ファイルが生成されない。(# 6490738 )

対処方法:次の操作を行います。

1. 現在のセッションからログアウトして、ブラウザウィンドウを閉じます。
2. ブラウザの新規セッションを開いて、プロキシレットを開始します。

リライタ (Rewriter)

Ajax のリライタルールセットを手動で設定しなければならない。(#6504423)

対処方法: Ajaxのリライタルールセットを手動で設定するには、次の操作を行いま
す。

1. Portal Serverコンソールに管理者としてログインします。
2. 「Secure Remote Access」タブをクリックして、「リライタルールセット」をク
リックします。

3. 「リライタルールセット」テーブルで「generic_ruleset」オプションを選択し
て、「ダウンロード」をクリックします。

4. ファイルを generic_ruleset.xmlとして一時ディレクトリにダウンロードしま
す。

5. generic_ruleset.xmlファイルを編集して、Function name="open"
paramPatterns="y"/ルールの前のルールを次のようにします。

<Function name="*req*.open" paramPatterns=",y,"/>
<Function name="_81.open" paramPatterns=",y,"/>
<Function name="http.open" paramPatterns=",y,"/>
<Function name="sunportal.AJAXPageStyles" paramPatterns="y"/>

6. 変更したファイルを保存します。
7. Portal Server管理コンソールで、「リライタルールセット」テーブルで
「generic_ruleset」を選択して「削除」をクリックします。
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8. 「新規アップロード」をクリックして、変更した generic_ruleset.xmlファイ
ルをアップロードします。

9. ゲートウェイを再起動します。

上のルールは JavaScriptに関連するコンテナプロバイダにのみ適用されます。
チャネル固有の JavaScriptにはほかのルールが必要になる場合があります。

個別セッション設定中は、SRA リライタルールセットがロードされない。Linux プ
ラットフォームの場合、デフォルト以外のディレクトリ値を設定するとゲート
ウェイホームページが表示されない。(#6477552、6570553)

対処方法:「Secure Remote Access」->「リライタルールセット」を選択します。次
のエントリ: default_gateway_ruleset、 exchange_2000sp3_owa_ruleset、
exchange_2003_owa_ruleset、 inotes_ruleset、iplanet_mail_ruleset、
sap_portal_ruleset、および wml_rulesetが見つからない場合は、次のコマンド
を実行します。

1. 共通エージェントコンテナを再起動します。

2. 次のコマンドを実行します。

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/DefaultGatewayRuleSet.xml

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/OWA2003RuleSet.xml

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/OWASP3RuleSet.xml

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/SAPPortalRuleSet.xml

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/WMLRuleSet.xml

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/iNotesRuleSet.xml

./psadmin create-rewriter-ruleset -u amadmin -f /tmp/passwd -F

/opt/SUNWportal/export/rewriter_rule/iPlanetMailExpressRuleSet.xml

Netlet

Netlet で SSL_RSA_WITH_NULL_MD5 暗号化方式を使用できない。(#6434314)

対処方法:「ゲートウェイプロファイル」>「セキュリティー」タブの「Null暗号
化方式」オプションを有効にしてください。
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NetFile

Linux プラットフォームの場合、NetFile に FTP の共有を追加できない。(#6574393)

説明: Linux上で ipv4および ipv6が有効になっている場合に、この問題が起きま
す。

Portal Server を Linux プラットフォームにインストールした場合は、NFS 共有を追
加する必要がある。(# 6511479、6504597)

対処方法:次の操作を行います。

1. LD_PRELOAD環境変数に /usr/lib/libpam.soを追加します。例として以下があ
ります。export LD_PRELOAD=/usr/lib/libpam.so:$LD_PRELOAD

2. LD_LIBRARY_PATHに /usr/libが含まれていることを確認してください。含まれ
ていない場合は、/usr/libを LD_LIBRARY_PATHに追加します。

3. 同じシェルからコンテナを再起動します。

NFS 共有が NetFile によってリモートホストに追加されない。(#6504597)

対処方法:ホストマシンがNISを使用してユーザー名検索を実行するよう設定され
ていない場合、NFSはホスト上に共有を追加することができません。NISが有効
でない場合には、ローカルユーザーのみを検索できます。たとえば、あるマシン
のNISが有効でなければ、ルートユーザーとして動作するマシンのNetFileに共有
を追加できます。このマシンはローカルユーザーアカウントの検索のみ行えるの
で、そのルートパスワードが、NetFileがインストールされているマシンのルート
パスワードと同じであるようにします。

Secure Remote Access (SRA)

ドメイン名の大文字小文字が一致していない場合に、SRA ゲートウェイがエラーに
なる。(#6588454)

説明: Java ESインストーラは、Portal Serverをインストールするマシンのドメイン
名を表示します。マシンがNISを使用するように設定されている場合、実際のド
メインとNISに指定されたドメインとが一致しません。たとえば、NISにはドメ
イン名が「Country.Sun.COM」と指定されていても、実際のドメイン
は「country.sun.com」になっています。結果として、ゲートウェイセッションの
作成に失敗します。

対処方法:インストーラに、大文字小文字が正しい実際のドメイン名を使用しま
す。
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Portal Server 7.x で、SRA ゲートウェイに Directory Server は必要ない。
(#6565053)

説明: Portal Server 7.0の SRAゲートウェイにはDirectory Serverが必要です。Portal
Server 7.0から Portal Server 7.xにゲートウェイをアップグレードした後に、
Directory Serverをアンインストールします。

次の操作を行います。

1. ルートユーザーとして、次のディレクトリに移動します。
■ Solarisの場合: /var/sadm/prod/SUNWentsys5/。
■ Linuxの場合: /var/sadm/prod/sun-entsys5/。

2. ./uninstallを実行して Portal Serverをアンインストールします。
Sun Java Enterprise Systemアンインストールウィザードで、「Directory Server」
を選択して続行します。

Portal Server インスタンスとゲートウェイの間にロードバランサがインストールさ
れている場合、SRA 機能の一部が動作しない。(#6577269)

説明: Portal Serverインスタンスとゲートウェイの間にロードバランサがインス
トールされており、ロードバランサがHTTPSを、Portal Serverインスタンスが
HTTPを使用している場合、次の SRA機能は動作しません。スタティックNetlet
ルールと Proxylet。Netletと Proxyletを動作させるには、Portal Serverとロードバラ
ンサのプロトコルを同じにする必要があります。

Access Manager、Portal Server、および SRA を別々のセッションにインストールし
た場合、Portal Server 設定後に Web コンテナを再起動する必要がある。(#6564379)

対処方法:次の操作を行います。

1. Access Manager、Directory Server、およびWebコンテナを同じセッションにイ
ンストールします。

2. Portal Serverを別のセッションにインストールします。
3. Webコンテナを再起動します。
4. SRAコンポーネントをさらに別のセッションにインストールします。

Linux プラットフォームの場合、Netfile オプションを使用して NFS 共有をリモート
ホストに追加できない。(# 6504597)

対処方法:マシンがNISまたはNFSを使用してユーザー名検索を実行するよう設定
されていない場合、ホスト上に共有を追加することはできません。NISが有効で
ない場合には、ローカルユーザーのみを検索できます。たとえば、あるマシンの
NISが有効でなければ、ルートユーザーとして動作するマシンのNetfileに共有を
追加できます。マシンのルートユーザーパスワードは、Netfileがインストールさ
れているマシンのルートユーザーパスワードと同じであるようにします。

次の操作を行います。

1. LD_PRELOAD環境変数に /usr/lib/libpam.soを追加します。
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例として以下があります。export LD_PRELOAD=/usr/lib/libpam.so:$LD_PRELOAD

2. LD_LIBRARY_PATHに /usr/libが含まれているかどうか確認します。含まれてい
ない場合は、LD_LIBRARY_PATHに /usr/libを追加します。

3. Webシェルからコンテナを再起動します。

サンプルポータルをコマンド行インタフェースを使って手動でインストールする
と、SRA サービスが設定されない。(# 6516280)

対処方法:次の antターゲットを手動で起動して、サンプルごとに SRAサービスを
設定します。

■ community_sra
■ developer_sra
■ enterprise_sra

サンプルポータルをインストールしたあと、次のコマンドを実行します。

/usr/sfw/bin/ant -f /opt/SUNWportal/samples/portals/build.xml community_sra
developer_sra enterprise_sra -Dconfig.location= input-properties-file-location

Secure Remote Access では、一度に 1 行しか追加できない。(#6497988)

対処方法: SRA画面で複数の行を追加しようとする場合は、一行を追加するたびに
詳細を保存してください。

UWC と Portal Server が別々のマシンにインストールされていると、プロキシレット
経由では統合 Web クライアント (UWC) アプリケーションにアクセスできない。
(#6348935)

対処方法: UWCアプリケーションと Portal Serverが別々のマシンにインストールさ
れている場合は、次の操作を行なってプロキシレット経由でUWCマシンにアク
セスします。

1. Portal Server管理コンソールで、「ゲートウェイプロファイル」のCookie管理
を有効にします。

2. 「ユーザーセッションCookieを転送するURL」フィールドに、UWC、カレン
ダ、およびMessaging ServerのURLを追加します。たとえば、次のように追加
します。http://port/uwc, http://calhost:calport,

http://messaginghost:messagingport

3. UWCマシンの AMConfig.propertiesファイルで、
com.iplanet.am.cookie.name=iPlanetDirectoryProを
com.iplanet.am.cookie.name=iPlanetDirectoryPro1に変更します。

注 –この変更は、ゲートウェイマシンと Portal ServerマシンのCookie名を別に
することを意味します。
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4. UWCマシンで、configutilを使用して、Messaging ServerのセッションCookie
を iPlanetDirectoryPro1に変更します。

5. UWCの「非認証URL」リストにUWC、カレンダ、およびMessaging Serverの
URLを追加します。

6. ゲートウェイ、UWC、および Portal Serverを再起動します。

certadmin が、更新された証明書のインストール時にニックネームを無視する。
(#6360869)

説明: certadminが、更新された証明書のインストール時にニックネームを無視し
ます。その結果、ゲートウェイは新しい証明書ではなく期限切れの証明書を選択
します。ニックネームが同じである 2つの証明書を区別することはできません。

対処方法:次のいずれかの操作を行います。

1. 古い証明書を削除してから、新しい証明書をインポートします。Portal Server
7.1で次の操作を行います。

cd PortalServer_base/SUNWportal/bin/certadmin -n config_name

5を選択して、証明書を削除します。

2. 証明書を更新しないでください。証明書の期限が切れたら、新しいキーを持つ
新しい証明書を取得してください。

検索、登録、ディスカッション

Web Server が非ルートとして実行されていると、検索サーバーが作動しない。
(#6408826)

説明: Web Serverが非ルートとして実行されている場合、検索サーバーを非ルート
として作成すると、検索サーバーは作動しません。

対処方法:次の操作を行います。

1. 検索サーバーを作成します。

2. 次のコマンドを使用して、検索サーバーインスタンスを変更します。

chown -R nonrootuser.nonroot search_instance

3. Web Serverを非ルートユーザーとして再起動します。

4. 次のコマンドを使用して、検索インスタンスの権限を変更します。

chmod -R og+rX search_instance
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WSRP

SSL WSRP プロデューサが非 SSL コンシューマとは動作しない。(#6292152)

説明: SSL WSRPプロデューサが非 SSLコンシューマとは動作しない。共通エー
ジェントコンテナでは、truststoreに SSLサーバーのCA証明書を格納して、
truststoreのパスワードを設定する必要があります。

対処方法:共通エージェントコンテナサーバーの truststoreを設定するには、次の操
作を行います。

1. truststoreを作成し、keytoolコマンドを使用して SSLサーバーのCA証明書を
この truststoreにインポートします。

2. cacaoadmコマンドを使用して、次に示す JVMプロパティーを設定します。
■ Djavax.net.ssl.truststore
■ Djavax.net.ssl.truststorePassword

たとえば、cacaoadm set-param java-flags="‘cacaoadm get-param java-flags

-v‘ -Djavax.net.ssl.truststore=/tmp/truststore

-Djavax.net.ssl.truststorePassword=truststorepassと入力します。

3. 共通エージェントコンテナサーバーを再起動します。

レジストリサーバーのキーストアの場所は、常に /soar/3.0 を基準とする。
(#6355673)

説明:レジストリサーバーの SSO設定にはキーストアの場所を指定します。この場
所は、常に /soar/3.0を基準としたものと見なされます。

対処方法: /soar/3.0/jaxr-ebxml/securityディレクトリを作成し、Registry Serverか
ら取得した keystore.jksを置きます。

各国語化

「Blog」または「検索」の「オプション編集」ページのヘルプに、HTTP Status 404

エラーが表示される。(#6570561)

説明:「コミュニティーサンプル」->「Blog-wikiコミュニティー」->「Blog」また
は「検索」ページ->「オプション編集」の順に選択します。右上隅の「ヘルプ」
をクリックします。「ヘルプ」ウィンドウにHTTP Status 404エラーが表示されま
す。

日本語ロケールで、コミュニティーへの招待メールの件名の文字が ? で表示され
る。(#6523356)

対処方法:通知メッセージのリソースファイルを変更して、件名の行にマルチバイ
ト文字を使用しないようにします。
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1. portal/WEB-INF/classes/CommunityNotificationMessages.properties ファイル
を編集します。

2. 次のように変更します。user_invited_subject={0} に招待されています。

「ポートレットを配備」の psonsole でマルチバイトのファイル名が壊れる。
(#6368639)

説明:デフォルトのシステムロケールとブラウザロケールに設定されている文字エ
ンコードが異なっていると、「ポートレットを配備」のポータル管理コンソール
でファイルやディレクトリの名前が壊れて表示されます。

対処方法:ファイルとディレクトリの名前は特定の文字エンコードスキームでエン
コードされます。デフォルトのシステムローケールをブラウザロケールと同じ文
字エンコードに設定してください。

Proxylet を起動すると、「Proxylet」ウィンドウのボタン名が切り詰められてい
る。(#6447909)

説明:ゲートウェイから Portal Serverデスクトップにアクセスして、Proxyletを起動
します。「Proxylet」ウィンドウが表示されます。「Proxylet」ウィンドウのボタ
ン名が切り詰められています。

Portal Server 管理コンソールのオンラインヘルプの文字化けしたマルチバイトで表
示される。(#6518627)

説明: Portal Server管理コンソールにログインして、「オンラインヘルプ」ボタン
をクリックします。「インデックス」を選択します。文字化けしたマルチバイト
が表示されます。

コミュニティーへの招待メールで、メッセージの一部が英語である。(#6568528)

説明:コミュニティーへの招待メールで、次のメッセージが英語です。「You have
been invited to community, COLLECTION1 by USER1」、「Message from」、およ
び「Please use the following URL to access the community」

ブックマークとアプリケーションチャネルに重複するリンクおよび無効なリンクが
ある。(#6504004)

説明: Portal Serverを Java ES 4から Java ES 5に移行した後、ブックマークとアプリ
ケーションチャネルには重複するリンクと無効なリンクがあります。

対処方法:管理者は、Portal Serverコンソールでアプリケーションチャネルに必要な
リンクを追加または削除する必要があります。このチャネルは、
「DeveloperSample」のMyFrontPageTabPanelContainerの下にあります。アプリ
ケーションチャネルのプロパティーで、次のプロパティーに変更を行ってくださ
い。

■ userApps:次の値を削除します。-NetMail Liteと -NetMail。次の値を追加しま
す。NetFile。
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■ targets:次の値を削除します。NetMailLite|NetMailServlet?

nsid=newHTMLSessionNetMailLite|NetMailServlet?nsid=newHTMLSession

NetMail|NetMailServlet?nsid=newAppletSession。その次に Instant Messenger
ターゲットの重複リンク。

Portal Server コンソールのオンラインヘルプが、fr-FR ロケールで英語の表示にな
る。(#6513360)

対処方法:ブラウザの優先言語を frに設定してください。

Instant Messenger チャネルから Instant Messenger を起動すると、Instant

Messenger が英語で表示される。(#6515726)

対処方法:ユーザー情報チャネルを使用して、優先ロケールの言語を設定します。

Portal Server コンソールの一部の「チャネル名」フィールドは、次の文字のみを受
け入れる。A ～ Z、0 ～ 9、または a ～ z。(#6522702)

説明: Portal Serverコンソールの次の「チャネル名」フィールドはA～Z、0～ 9、
または a～ zのみを受け入れます。

アンケートの日付表示が適切でない。(#6493352)

説明:アンケートの「終了日」および「開始日」の日付形式は dd mmm yyyyです。
この形式を yyyy mmm ddに変更する必要があります。

ディスプレイプロファイルが英語用ではない場合、psadmin list-dp コマンドは正し
い出力を生成しない。(#6502307)

対処方法:ダウンロードするディスプレイプロファイルのロケールが英語ではない
場合はpsadmin list-dpコマンドを実行する前に、CLI jvmのロケールをディスプ
レイプロファイルのロケールに設定してください。

たとえば、フランス語のディスプレイプロファイルをダウンロードする必要があ
る場合は、次の操作を行います。

export LANG=fr_CA.UTF-8

export LC_ALL=fr_CA.UTF-8

検索チャネルに表示されるファイルの内容が正しくない。(#6506365)

説明:他社のコンバータではファイル内容が正しく変換されませんでした。

UBT 生成のレポートで、文字がローカライズされていない。(#6336394)

説明:生成されるレポートは部分的に翻訳されています。これは日本語と中国語の
ロケールでのみ起きます。

対処方法:文字化けしているメッセージは「選択したレポートについて追跡する
データがないため、表示するページがありません。この問題を解決するには、次
の操作を行います。

1. Portal Server管理コンソールにログインします。
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2. 「ポータル」タブを選択します。
3. 設定済みのポータルを選択します。
4. 「ユーザー動作の追跡」タブを選択します。
5. 「設定」タブをクリックします。
6. ポータルインスタンスを選択します。
7. 「UBTログ」で「有効」をクリックします。

Mobile Access

メール表示を作成できない。(# 6521744)

説明:ポータルデスクトップで、メール表示を作成しようとすると、エラー
メッセージが表示されます。「メールチャネルを編集」->「モバイルメール」
->「デバイス表示設定」の順にクリックします。

対処方法:
/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/applications/j2ee-modules/portal/

WEB-INF/classes/DeviceNames.propertiesファイルにデバイスのエントリを追加
します。

モバイルデスクトップにメールチャネルが表示されない。(#6521749)

対処方法:デバイスホームページで、「オプション」->「コンテンツ」の順にク
リックし、「メール」オプションを選択して「完了」をクリックします。

ポータルが /amserver/UI/Login を使用する openwave 6.2.2 シミュレータでレンダ
リングされない。(#6439565 )

対処方法: WebコンテナがWeb Serverである場合は、次の操作を行います。

1. 次のファイルを開きます。
/var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/config-store/ host-name/web-app/host-name
/amserver/WEB-INF/web.xml

/var/opt/SUNWwbsvr7/https-host-name /web-app/host-name
/amserver/WEB-INF/web.xml

2. これら両方の xmlファイル内で <filter>エントリを検索します。

3. amcontrollerのエントリのコメントを解除して、ファイルを保存します。
4. Web Serverを再起動します。

WebコンテナがApplication Serverである場合は、次の操作を行います。

1. 次のファイルを開きます。
var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/generated/xml/j2ee-modules/amserver/

WEB-INF/web.xml
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/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/applications/j2ee-modules/amserver/

WEB-INF/web.xml

2. これら両方の xmlファイル内で <filter>エントリを検索します。

3. amcontrollerのエントリのコメントを解除して、ファイルを保存します。
4. Application Serverを再起動します。

ワイヤレスオプションが別のページにあると、Mobile Access の「オプション」リン
クが機能しない。(# 6500172)

説明:モバイルデスクトップの「オプション」リンクをクリックすると、モバイル
デスクトップ上のワイヤレスオプション「コンテンツ」と「レイアウト」が強調
表示されます。これらのオプションが別のページにある場合、ワイヤレスオプ
ションは強調表示されません。

対処方法:次のページに移動して、「オプション」リンクをクリックします。

終了時刻を指定せずにイベントを作成すると、1 時間のイベントが作成される。(#

6479153)

説明:シミュレータにログインし、カレンダHmを使用してイベントを作成しま
す。終了時刻を指定しない場合、イベントの持続期間は 1時間です。

ブログポートレット

「新規送信」オプションを選択すると、対応するウィンドウが別のブログポート
レットチャネルで開く。(#6545765)

対処方法: 1つのタブに複数のブログポートレットチャネルを追加すると、「新規
送信」オプションを選択したときに、対応するウィンドウが別のブログポート
レットチャネルで開きます。

対処方法:タブにはブログポートレットチャネルを 1つだけ作成します。

appUrl が設定されていないと、「ブログポートレット」チャネルに次のメッセージ
が表示される。「エラー: コンテンツが使用可能ではありません。」(#6546198)

対処方法:このポートレットの場合、configModeオプションを次のいずれかに設定
します。

■ wizard
■ wizard-user-config
■ manual

「新規送信」オプションが Internet Explorer で機能しない。(#6545771)

説明: 1つのタブに複数のブログポートレットチャネルを追加すると、「新規送
信」オプションをクリックしても機能しません。

対処方法:タブにはブログポートレットチャネルを 1つだけ作成します。
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Wiki

Wiki エディタで、www で始まるリンクを挿入すると、リンクが機能しない。
(#6545362 )

対処方法: wwwの前に httpを付けます。たとえば、www.google.comというリンクを
挿入する場合は、http://www.google.com

Cookie サイズが原因で、ポートレットが認証を受けない匿名ユーザーにエラーを出
す。(#6460104)

説明:認証を受けない匿名ユーザーの場合、プロパティーはCookieに保存されま
す。それには、すべてのポートレット描画引数とすべてのデスクトップ引数など
が含まれます。描画引数が特定のサイズに達すると、ポートレットはエラーにな
ります。

対処方法:次の操作を行います。

1. amconsoleにログインします。

2. 「サービス設定」>「クライアントディテクション」の順にクリックします。

3. 「クライアントディテクション」画面で、「クライアントタイプ」フィールド
の横に表示されている「編集」リンクをクリックします。

4. 「クライアントマネージャー」ポップアップウィンドウで、3番目のページに
移動します。

5. 「genericHTML」の横に表示されている「編集」リンクをクリックします。

6. ポップアップウィンドウで、「追加プロパティー」オプションを選択してプロ
パティー authlessState=serverを追加します。

サンプルポータル

Portal Server 管理コンソールで「チャネルを表示または非表示」オプションを使用
している場合、サンプル XML をエンタープライズサンプルポータルに追加すると、
ポータルデスクトップにエラーメッセージが表示される。(#6542355 )

対処方法:次の操作を行います。

1. Access Manager管理コンソールにログインします。

2. DNを「EnterpriseSample」として選択します。

3. サンプルXMLのURLオプションを
file:///var/opt/sun/portal/portals/portal1/desktop/developer_sample

/SampleXML/getQuotes.xmlに変更します。
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AjaxTableContainerProvider へのチャネルを追加してこれにポータルデスクトップ
からアクセスしている場合、「ヘルプ」ボタンをクリックして「コンテンツ」また
は「インデックス」リンクをクリックすると、対応するウィンドウがポータルデス
クトップ上に開くがポータルデスクトップに戻れない。(#6506929 )

対処方法:ブラウザの「戻る」ボタンをクリックします。

Firefox ブラウザで、開発者用サンプルの「Ajax」タブに表示されているチャネル
の「ヘルプ」ボタンをクリックするとヘルプがポータルウィンドウに表示される
が、ブラウザの「戻る」ボタンをクリックするとチャネルのレイアウトが崩れる。
(#6528832)

対処方法: Firefoxブラウザの「更新」ボタンをクリックします。

アップグレード

ローカライズ版アップグレードの場合に、psupdate スクリプトが動作しない。
(#6569515)

対処方法: psupdateを実行する前に、ロケールを英語UTF-8に設定します。

$ export LC_ALL=en_US.UTF_8

$ export LANG=en_US.UTF_8

ローカライズ版アップグレードの場合に、psupgrade スクリプトが動作しない。
(#6502307)

対処方法: psupgradeを実行する前に、ロケールを英語UTF-8に設定します。

$ export LC_ALL=en_US.UTF_8

$ export LANG=en_US.UTF_8

Portal Server 7.0 から Portal Server 7.1 Update 2 にアップグレードすると、
アップグレードする前に作成されたコミュニティーで問題が生じる。(#6596773)

説明: Portal Server 7.0から Portal Server 7.1 Update 2にアップグレードする前に作成
されたコミュニティーには、次の問題があります。

■ サーベイ、調査、ファイル、およびWikiの検索が機能しない。
■ ファイル共有ポートレットにアップロードされたファイルにアクセスできな
い。

■ コミュニティー内の検索サービスがファイルとディスカッションにしか機能し
ない。

Java ES 4 から Java ES 5 にアップグレードすると、SRA サービスが開発者、エン
タープライズ、およびコミュニティーのサンプルに追加されない。(#6516280)

対処方法:次の SRAをサンプルに手動で追加します。community_sra、
developer_sra、および enterprise_sra。
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/usr/sfw/bin/ant -f /opt/SUNWportal/samples/portals/build.xml community_sra
developer_sra enterprise_sra -Dconfig.location=input.properties-file-location

Portal Server 7.1 から Portal Server 7.1 Update 2 へのアップグレード後に、検索
プロバイダ JSP とディスカッションプロバイダ JSP が自動的に更新されない。
(#6534282)

対処方法:次の操作を行います。

1. ディスカッションプロバイダ JSPテンプレートをコピーします。
cp PortalServer-base/par-src/default-portal/pbfiles/templateBaseDir/default
/DiscussionProvider/*.jsp

/var/opt/SUNWportal/portals/portal1/desktop/default/DiscussionProvider

2. 検索プロバイダ JSPテンプレートをコピーします。
PortalServer-base/par-src/default-portal/pbfiles/templateBaseDir/default
/SearchProvider/*.jsp

/var/opt/SUNWportal/portals/portal1/desktop/default/SearchProvider

マニュアルの更新
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1 Desktop Customization Guide』のタイトルが『Java

System Portal Server 7.1 Developer Sample Guide』に変更されています。

その他のユーザー

管理サーバーが停止しているときに、war ファイルを配備しようとすると、「ホス
ト node.domain-name のインスタンス node-name–80 からのファイル file.war の配備時
にエラーが発生しました」というエラーメッセージを受け取る。(#6506028)

説明:必ずホストマシン上のインスタンスが実行中であるようにしてください。

Portal Server 7.1 Update 2 を更新するパッチを適用する前に、Oracle データベース
を使用するように Portal Server を設定済みである場合は、パッチ適用後に設定手
順の一部を繰り返す必要がある。(#6530662)

対処方法:
http://developers.sun.com/portalserver/reference/techart/databases.htmlを参
照してください。

「Setting Up Community Membership and Configuration」の節にある手順 2と 3を繰
り返します。

「Configuring and Installing Portlet Applications」の節にある手順 4から 6を繰り返し
ます。
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既知の問題点と制限事項
Portal Serverの既知の問題と制限は次のとおりです。

日本語ロケールで、Portal Server 7.1 から 7.1 Update 2 にアップグレードすると、
日本語の Wiki 名が使用できなくなる。(#6569515)

対処方法:アップグレード時に、psupdateコマンドを実行する前に次の変数を手動
で設定します。

export LC_ALL=en_US.UTF-8

export LANG=en_US.UTF-8

Portal Server 管理コンソールのヘルプが英語で表示される。(#6513360)

説明: fr-FRロケールの場合に、Portal Server管理コンソールが英語で表示されま
す。

「管理およびポートレットサンプル」タブでチャネルのローカライズされたヘルプ
が表示されない。(#6421034)

説明:日本語ロケールの場合に、「管理およびポートレットサンプル」タブで
チャネルのヘルプが英語で表示されます。

メッセージが翻訳されていない。(#6480324、6540250)

説明: Portal Server 7.1 Update 2には、次のローカライズの問題があります。

■ コミュニティーサンプルで、一部のメッセージが翻訳されていない。
■ 一部のメッセージが古く、新しく翻訳されたメッセージを使用する必要があ
る。

「アクセスを許可/拒否する URL」機能が組織内のユーザーに継承されない。
(#6553271)

説明:次の操作を行います。

1. 組織 gatewayorgを作成し、その組織内にユーザー gを作成します。
2. Portal Server管理コンソールにログインします。「SRA」->「アクセス制御」を
選択します。

3. ユーザー gについて、「アクセスを許可/拒否するURL」オプションで
http://www.yahoo.comを追加してアクセスを拒否します。

4. ゲートウェイプロファイルを再起動します。
5. ゲートウェイにユーザー gとしてログインし、ブックマークプロバイダから

http://www.yahoo.comを呼び出します。このときアクセスは拒否されます。

6. gについて、http://www.yahoo.comへのアクセスを許可します。

7. ゲートウェイプロファイルを再起動します。

既知の問題点と制限事項
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8. ゲートウェイにユーザー gとしてログインし、ブックマークプロバイダから
http://www.yahoo.comを呼び出します。ユーザーは http://www.yahoo.comにア
クセスできます。

9. ユーザーのルールを削除し、http://www.yahoo.comへのアクセスを拒否する
ルールを gatewayorgに追加します。

10.ゲートウェイにユーザー gとしてログインし、ブックマークプロバイダから
http://www.yahoo.comを呼び出します。ユーザーは http://www.yahoo.comにア
クセスできます。

持続 HTTP 接続のタイムアウトプロパティーの設定が機能しない。(#6568269)

説明:次の操作を行ったときに、持続HTTP接続のタイムアウトプロパティーは機
能しません。

1. Portal Server管理コンソールにログインします。

2. 「SRA」タブを選択します。

3. ゲートウェイプロファイルを選択します。

4. ポート 80のゲートウェイへのHTTP接続を有効にします。

5. このプロファイルの「パフォーマンス」タブを選択します。

6. HTTP持続接続を有効にします。

7. 「持続ソケット接続のタイムアウト (秒)」を 15秒に設定します。

8. ポート 80のゲートウェイにTelnet接続して、次のコマンドを実行します。

GET /amconsole HTTP/1.1

Connection:keep-alive

ヘッダーが表示されます。

9. 20秒待ってから、ステップ 8を試行します。

これで、セッションタイムアウトは起きなくなります。

Secure Remote Access の「監視」タブでプロキシインスタンスを選択すると、例外
が表示される。(#6569625)

説明:次の操作を行うと、例外が表示されます。

1. Portal Server管理コンソールにログインします。

2. 「SRA」タブを選択します。

3. 「監視」タブを選択します。

4. 「プロキシインスタンスを選択」から、プロファイル名を選択します。例とし
て、profile:defaultがあります。

既知の問題点と制限事項
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Linux プラットフォームの場合、NetFile に FTP の共有を追加できない。(#6574393)

説明: Linuxプラットフォームで ipv6が有効になっていると、NetFileに FTPの共有
を追加できません。ipv6を使用していなければ、ipv6を無効にします。ipv6の代
わりに ipv4を使用できます。

Portal Server でブログポートレットに問題が起きる。(#6557448)

説明:ブログポートレットには次の問題があります。

■ FCK Editorの機能のうち、Browser Server、Upload File、およびCreate New
Folderなどの一部がブログポートレットで機能しません。

日本語ロケールで、「管理」および「ポートレットサンプル」タブのポートレット
のヘルプが英語で表示される。(#6421034 )

説明:このヘルプはローカライズされる必要があります。

AJAXTableContainerProvider ではローカライズされた名前を付けて新しいチャネル
やコンテナを作成できない。(#6542381 )

説明: AJAXTableContainerProviderはローカライズされていません。

Netfile の NFS 共有にローカルユーザーを追加できない。(#6545795)

説明: NetfileのNFS共有にユーザーを追加するには、NISにユーザー IDがなければ
なりません。また、NetfileのNFS共有に追加できるのは、/etc/dfs/dfstabファイ
ルにリストされている共有だけです。

「管理」タブと「ポートレットサンプル」タブのチャネルにはローカライズされた
ヘルプが表示されない。(#6421034)

説明:「管理」タブと「ポートレットサンプル」タブのヘルプをローカライズする
必要があります。

カレンダチャネルに表示される日付の形式が正しくない。(#6411476)

説明:カレンダチャネルで「開発者用サンプル」に表示される日付の形式が正しく
ありません。

Mobile Access は Portal Server とともに提供されるデフォルトのUWCMail チャネル
のみをサポートする。(#6491303)

説明: JSPRenderingContainerにはMailProviderまたはMailJSPProviderを追加できま
せん。

「HTML をクリーンアップ」アイコンをクリックすると、Wiki ページが削除される。
(6545358)

説明: Wikiページを編集中に「HTMLをクリーンアップ」アイコンをクリックし
て「了解」をクリックすると、Wikiページが削除されます。

既知の問題点と制限事項
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Wiki ページから、別のコミュニティー URL を参照できない。(#6536333)

説明: Wikiページから、同じホスト内に存在する別のコミュニティーのURLを参
照できません。

Wiki ポートレットがポートレットコンテキストから抜ける。(#6533753)

説明:認証なしユーザーとして未定義のWikiページにアクセスすると、Wikiポー
トレットはポータルコンテキストから抜けます。

プロキシレットを起動すると、一部の文字列が途中で切れている。(#6447909)

説明:プロキシレットを起動すると、一部の文字列が途中で切れている。

taskadmin セットアップで、管理者ロールデスクトップサービス属性を設定する必要
がある。(#6519875)

対処方法:次の操作を行います。

1. taskadminセットアップを実行する前に、管理者ロールDNの Portal Desktop
サービス属性値 content.admin.role.dnおよび user.admin.role.dnが
taskadmin.propertiesファイルに存在することを確認します。

2. 組織の Portal Desktopサービス属性値と一致するようにします。
たとえば、EnterpriseSample組織の Portal Desktopサービス属性値が次のようで
あるとします。Parent Container: ASCTabContainer、 EditContainer:

JSPEditContainer、および Default Type: enterprise_sample 。このとき管理者
ロール DNはともに "cn=Organization Admin Role, o=EnterpriseSample,

dc=siroe, dc=com"に設定されます。

3. 必ず管理者ロール DN "cn=Organization Admin Role, o=EnterpriseSample,

dc=siroe, dc=com"の Portal Desktopサービス属性値が、組織の設定値と一致す
るようにします。そうでない場合、管理者ロールに属するユーザーが Portal
Desktopに認証するときに、ユーザーに間違った Portal Desktopが提示される可
能性があります。

ゲートウェイを経由して UWC カレンダが表示されない。(#6218353)

説明:「カレンダを起動」リンクをクリックすると、次のエラーメッセージが表示
されます。「Unable to load the requested page. Cookies are blocked.」

Portal Server and Access Manager が 2 つの異なるノードにインストールされている
場合、SunOne アドレス帳が機能しない。(# 653732)

対処方法: Webコンテナを再起動します。

Portal Server が Application Server クラスタ上にインストールされている場合、1

つの Portal Server インスタンスだけを削除することができない。(#6506689)

説明:すべての Portal Serverインスタンスを削除する必要があります。psconfig

--unconfigコマンドを使用して Portal Serverを設定解除するか、psadmin

delete-portalコマンドを使用して Portal Serverを削除してください。

既知の問題点と制限事項
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IPC は WSRP とともに使用できない。(# 6509086)

説明:ポートレット間通信 (IPC)はWSRPとともに使用できません。ポートレット
間通信に参加するポートレットをWSRPを介してパブリッシュすることは可能で
す。しかし、IPC機能は動作しません。

UserRoleAdmin-AdminTab が OrganisationAdmin ロールを持つユーザーには表示され
ない。(# 6511559)

対処方法: Portal ServerまたはAccess Manager SDKマシン上の
/etc/opt/SUNWam/config/AMConfig.propertiesファイルを編集して、
com.iplanet.am.session.client.polling.enableプロパティーを Falseに設定して
ください。その後、Portal Server Webコンテナを再起動します。

Portal Server が複数の JRE バージョンに対応できない。(# 6510536)

説明:クライアントマシン上に複数の JREがあると、NetscapeおよびMozillaブラウ
ザでの Java Web Startの起動に問題が生じる場合があります。

対処方法:クライアントマシン上に JREを 1つだけ残して、その他をアンインス
トールしてください。

SSL2 のセキュリティー状態が弱いため、SSL2 を無効化し、そのまま無効にしておく
方がよい。(#6507762)

対処方法:次の手順を実行して、SSL2を無効にします。

1. Access Manager管理コンソールにログインします。
2. 「SRA」>「プロファイル」>「セキュリティー」の順にクリックします。
3. 「TLSおよび SSL」の下の「SSLバージョン 2.0を有効」オプションを解除しま
す。

4. 「保存」をクリックします。

Internet Explorer を使用して、WSRP 内でポートレットの配備または新規プロデュー
サの作成を行おうとすると、ログアウトされる。(#6491413)

対処方法: Portal Server管理コンソールには、Internet Explorer以外のブラウザを使用
してください。

Portal Server が Access Manager 用に別の Web コンテナをサポートしない。
(#6470425)

説明: Portal ServerとAccess Managerには同じWebコンテナを使用してください。

Portal Server が Web Server 7.0 にインストールされている場合、strutssample.war

を処理できない。(#6505547)

説明: Portal ServerがWeb Server 7.0にインストールされていて、strutssample.war

が配備されている場合、Web Server設定を変更する psadminコマンドは機能しま
せん。たとえば、psadmin deploy-portletコマンドがその一例です。
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共有イベントと共有タスクがイベントとタスクを作成できない。(#6486930)

対処方法:共有イベントと共有タスクのインストールおよび設定時に、
tokens.propertiesファイル内の IS_HOSTED_DOMAIN_ENV=プロパティーを trueに設
定してください。

tokens.propertiesファイルは
/var/opt/SUNWportal/portals/portal1/portletapps/sharedevents/tokens.properties

ディレクトリにあります。

同じポータル内のすべてのインスタンスのファイルシステム構造は類似していなけ
ればならない。(#6348452)

説明:同じポータル内のすべてのインスタンスのファイルシステム構造は類似して
いなければならない。

エンタープライズサンプルポータルがローカライズされていない。(#6337500)

説明:エンタープライズサンプルはローカライズされていません。

ゲートウェイプロファイル内でプロキシレットを有効にすると、内部ポートが公開
される。(#6326785)

説明:ゲートウェイが非デフォルトポート上で実行されている場合、ブラウザの
URLにポート値が表示されます。プロキシレットを無効にして、443番以外の非
デフォルト SSLポートでゲートウェイが実行されるようにしたとしても、そのよ
うになります。プロキシレットを有効にした場合、追加のソケットリスナーが
ゲートウェイに導入されます。ソケットリスナーはデフォルトポート上で動作
し、ゲートウェイは非デフォルトポート上で待機するようになります。そのた
め、非デフォルトポートがURLに表示されます。

対処方法: /etc/opt/SUNWportal/platform.conf.defaultファイルに、次の行を追加
します。

gateway.enable.customurl=true

gateway.httpurl=https://hostname:port/

ポートレットチャネルが最小化されている場合や閉じられている場合は、複数 war

のポートレット間通信が機能しない。(#6271542 )

説明:現在、イベント処理の範囲は同じタブ内のポートレットに限られています。
したがって、最小化されたチャネルや閉じられたチャネルのポートレットは、
ポートレット間通信に参加しているポートレットのリストに表示されません。
ポートレットチャネルが最小化されている場合や閉じられている場合、このよう
なチャネルにはイベントが送信されないので、ポートレット間通信は機能しませ
ん。

プロキシレットが Java Runtime Environment で正常に機能しない。(#6409604)

説明:プロキシレットは Java Runtime Environment 1.4.2_03、1.5.0_04、1.5.0_08、お
よび 1.5.0_09バージョンでは正常に機能しません。プロキシレットの機能は 1.4.2
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より前のバージョンの Java Runtime Environmentではサポートされていません。
Java Runtime Environment 1.5.0_06の使用をお勧めします。それ以外のバージョン
の Java Runtime Environmentを使用している場合は、アンインストールしてくださ
い。

アドレス帳で、特殊文字を含む連絡先の追加または変更ができない。(#6490665)

説明: Mobile Accessのアドレス帳コンポーネントを使用している場合、ユーザーは
< >、&、 ’、および "などの特殊文字を含む連絡先を追加または変更できませ
ん。アドレス帳をCommunications Express (UWC)で設定した場合に、このように
なります。

対処方法:特殊文字を含む連絡先の管理には、モバイルデバイスではなく
Communications Express (UWC) HTMLクライアントを使用してください。

Google API が完全にはサポートされていない (#6335501)

説明:現在、特に中国語、日本語、および韓国語では、Google APIの 2バイト文字
検索は完全にはサポートされていません。

Access Manager をレルムモードでインストールした状態で、Portal Server のインス
トールを可能にするべきである (#6381856、6499572)

説明: AccessManagerがレルムモードでインストールされている場合でも、Portal
Serverのインストールは可能です。

対処方法: Access Managerを Java ESインストーラからレルムモードでインストール
する場合は、Portal Serverが旧バージョンモードでのみインストール可能であると
通知するポップアップメッセージを無視できます。Access Managerがレルムモー
ドでインストールされた状態で、Portal Serverが正常にインストールされます。

Portal Serverをレルムモードで使用する場合の考慮事項は次のとおりです。

■ レガシーモードで実行する Portal Server 7.0からレルムモードで実行する Portal
Server 7.1への移行はサポートされていません。

■ Portal ServerがAccess Managerによってレルムモードで設定された場合、設定
後に共通エージェントコンテナの再起動が必要になります。再起動をしない
と、Portal Server管理コンソールで「SSOアダプタ」タブを開いたときに、メ
タアダプタは表示されません。「SSOアダプタ」にメタアダプタがない場合、
Portal Serverデスクトップ上で使用可能なUWCと通信チャネルは機能しませ
ん。Exchangeや iNotesなどのアプリケーションは機能しません。

■ Directory ServerとAccess Manager SDKプラグインがインストールおよび設定さ
れている場合にのみ、Portal Serverはレルムモードをサポートします。

■ レルムモードの管理コンソールは http://host.port/amserver/consoleからアク
セスできます。レガシーモードの管理コンソールは使用できないため、レルム
モードの管理コンソールの使用について、Access Managerのマニュアルを参照
してください。

既知の問題点と制限事項
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プロキシレットをコンソールウィンドウとして表示するためには、Netscape 8.0.4

のブラウザ設定を変更する必要がある。(#6483268 )

対処方法:プロキシレットがNetscape 8.0.4でコンソールウィンドウとして表示され
るようにするには、次の操作を行います。

1. 「Tools」—>「Options」—>「Site Controls」—>「Site List」—>「Master
Settings」の順にクリックします。

2. 「Open unrequested pop-ups in new tab」および「Allow unrequested pop-up

windows」チェックボックスを解除します。

3. 「Tools」>「Options」>「Tab Browsing」の順にクリックします。

4. 「Open links from other applications in New window」チェックボックスを選
択します。「Open a new tab instead of a new window」および「Open

non-requested pop-ups in a new tab」チェックボックスを解除します。

5. ブラウザを再起動します。

「NetFile」オプションを使用すると、どのファイルも開けません。ファイルを開こ
うとすると、「別名保存」ダイアログボックスが表示されます。(#6465918)

説明:理想的なのは、ファイルタイプが既知であるファイルが開かれることです。
ファイルタイプが不明であるファイルには、「別名保存」ダイアログが表示され
てユーザーがファイルを保存できるべきです。Firefox 1.0.7では、ユーザー側で
ファイル拡張子に対してアクションを指定することができません。そのため、
ユーザーがNetFileからファイルを開こうとすると、「別名保存」ダイアログ
ボックスが表示されます。Firefox 1.5以上のバージョンでは、ユーザーが既知の
ファイルを開けます。

Netmail 機能が Java Enterprise System 5 から削除されている。(#6448968)

説明: Netmail機能は Java Enterprise System 5から削除されています。

複数のポータルがインストールされている環境で、ポータルが Access Manager に配
備されていない場合、ポータルリンクは不正なポータルにリダイレクトされる。こ
の問題は Internet Explorer 6 Service Pack 1 でのみ起きる。(#6325586 )

対処方法: Windows XPで Internet Explorer 6 Service Pack 2を使用するか、または
Mozilla Firefoxを使用してください。

サイト設定の変更後に、psconsole が不正な動作をする。(#6446355)

対処方法:サイト設定を変更した後には、共通エージェントコンテナとAccess
Managerを再起動してください。

ESP ポータルコミュニティーポートレットにコンテンツが表示されない。(#6506357)

対処方法: ESPポータルコミュニティーポータルを更新してください。

既知の問題点と制限事項
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複数ポータルおよび複数インスタンスの作成時には、ポータル管理ログレベルを
FINEST に設定する必要がある。(#6446151)

対処方法: create-portal、create-instance、 create-searchなどの psadminコマン
ドを実行する前に、ログレベルを FINESTに設定して、設定時に詳細なログが得
られるようにします。次のコマンドを使用してログレベルを FINESTに設定でき
ます。

psadmin set-logger -u uid -f password-filename -m component-type -L FINEST

psadminコマンドの実行が完了した後、次のコマンドを使用してログレベルを
SEVEREに切り替えます。

psadmin set-logger -u uid -f password-filename -m component-type -L SEVERE

Netscape 8.0 ブラウザの JNLP モードでは、pac ファイルが作成されない。
(#6319863)

説明: Netscape 8.0ブラウザの JNLPモードでは、pacファイルが作成されません。

一部の Secure Remote Access 属性が psconsole に存在していない。(#6301784)

説明:次の Secure Remote Access属性はコマンド行インタフェースからのみ変更で
きます。

■ sunPortalGatewayDefaultDomainAndSubdomains
■ sunPortalGatewayLoggingEnabled
■ sunPortalGatewayEProxyPerSessionLogging
■ sunPortalGatewayEProxyDetailedPerSessionLogging
■ sunPortalGatewayNetletLoggingEnabled
■ sunPortalGatewayEnableMIMEGuessing
■ sunPortalGatewayParserToURIMap
■ sunPortalGatewayEnableObfuscation
■ sunPortalGatewayObfuscationSecretKey
■ sunPortalGatewayNotToObscureURIList
■ sunPortalGatewayUseConsistentProtocolForGateway
■ sunPortalGatewayEnableCookieManager
■ sunPortalGatewayMarkCookiesSecure

■ Portal Serverの設定後は Portal Server Secure Remote Accessコンポーネントを設定で
きません。Portal Serverとともに設定する必要があります。

■ 同じドメイン内でApplication Server 8.1の 2つの異なるインスタンスに Portal Server
を配備することはサポートされていません。

■ プロキシレットに対しては、Mozilla 1.6で JWSモードはサポートされません。た
だし、JVM 1.5を備えたMozilla 1.7では正しく動作します。

■ クライアントブラウザの JavaScript機能が無効になっている場合 (Internet Explorer
またはMozilla/Firefoxで)、Wikiポートレットおよびディスカッションポート
レットに組み込まれているHTMLエディタでは、JavaScriptが有効になっている場

既知の問題点と制限事項
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合のようには、標準のHTMLフォーム要素 <Textarea>が置換されません。HTML
エディタのWYSIWYG機能を使用するには、ブラウザの JavaScriptを有効にする
必要があります。

■ 共有イベントおよび共有タスクによって読み込まれたテンプレートに Portal Server
管理コンソールからはアクセスできません。

■ カレンダチャネルとアドレス帳チャネルは、Microsoft Exchange 5.5でサポートさ
れません (Microsoftでサポートされていないため)。

■ 検索データベースを作成する場合、データベース名に 2バイト文字は使用できま
せん。

■ Directory Serverの検索を繰り返すと、Portal Serverの速度が低下します。適切な
パッチ 20051207patch1.1.qaを適用してください。

■ Access Managerの変更が原因で、Portal Serverスループットが低下し、Directory
Serverの利用率が増加します。そのため、Access Managerに適切なパッチ (SPARC
には 120954-01、x86には 120955-01、Linuxには 120956-01)を追加し、Access
Manager管理コンソールからログサービスのバッファーサイズを変更する必要が
あります。ログサービスのバッファーサイズを変更するには、次の手順に従いま
す。

1. Access Manager管理コンソールにログインし、「サービス設定」 >「ログ」 >
「バッファーサイズ」の順に選択します。

2. 値 50を入力します。
3. 「保存」をクリックします。

■ ゲートウェイのリライタ経由での SRAを使用した iNotesとMicrosoft Exchangeの
統合に関連した既知の問題がある。この場合にはプロキシレットを使用する。
(#6186547、6186541、6186544、6186535、6186534、6186540、6308176)

■ JWSモードのプロキシレットが Internet Explore 7.0で起動しない。(#6490174)
■ プロキシレットアプレットウィンドウに Internet Explorer 7.0のアドレスURL
フィールドが表示される (#6490176)

■ Portal Serverへのアクセス時に、Portal Serverをインストールしたマシンのドメイ
ン名を指定する必要がある(#6472156)

■ Mobile AccessがTreoデバイスの 80番以外のポートで動作しない。(#6491785)

再配布可能なファイル
Sun Java System Portal Server 7.1には再配布可能なファイルは含まれていません。

再配布可能なファイル
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問題の報告とフィードバックの方法
Sun Java System Portal Serverで問題が発生した場合は、次のいずれかの方法でカスタ
マーサポートにお問い合わせください。

■ 次のWebサイトで Sunソフトウェアサポートサービスをご利用ください。
http://www.sun.com/service/sunone/software
(http://www.sun.com/service/sunjavasystem/sjsservicessuite.html)
このサイトには、ナレッジベース、オンラインサポートセンター、ProductTracker
へのリンクと保守プログラムおよびサポートの連絡先電話番号へのリンクがあり
ます。

■ 保守契約先に電話連絡してください。

問題解決のために、サポートに連絡する際には次の情報をご用意ください。

■ 問題が発生した状況および操作への影響などの、問題の具体的説明
■ マシン機種、OSバージョン、および製品のバージョン (問題に関係するパッチお
よびその他のソフトウェアを含む)

■ 問題を再現するための具体的な手順の説明
■ エラーログまたはコアダンプ

Sun Java System Portal Server, Mobile Accessで問題が発生した場合は、サポートに問い
合わせる前に、次の情報を用意してください。

■ 問題が発生した状況および操作への影響などの、問題の具体的説明
■ マシン機種、OSバージョン、および製品のバージョン (問題に関係するパッチお
よびその他のソフトウェアを含む)

■ 問題を再現するための具体的な手順の説明
■ インストールされている修正プログラムの番号を含む、修正プログラムの種類
■ 問題が、電話、エミュレータ、またはMobile Accessサーバーで発生したかどうか
■ 問題が、Sony Ericsson P800、Nokia 3650など、特定の種類のデバイスに特有のも
のかどうか

■ 問題が、該当するMobile Accessソフトウェアをデフォルトでインストールした場
合に発生したかどうか

■ 問題が最初に発生したのはいつか
■ 問題は、常に発生するか、またはランダムに発生するか
■ 問題が発生する直前に変更したことがあるとすれば、どのような変更を行なった
か

■ 問題により影響を受けたユーザー数
■ Mobile Accessソフトウェアのインスタンス数、および Portal Serverソフトウェアと

Access Managerソフトウェアにリンクする方法

問題の報告とフィードバックの方法
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■ マシンの数、およびMobile Accessソフトウェアに関する設定方法
■ /var/opt/SUNWportal/logs、/var/opt/SUNWportal/portals/<portalid>/logs、およ
び /var/opt/SUNWam/debugディレクトリのログファイルに報告されているエラー
メッセージまたは例外の内容

■ エミュレータの情報ウィンドウに報告されているエラーメッセージの内容
■ Mobile AccessがインストールされているWeb Serverのポート番号

問題が、クライアントに関連していると考えられる場合は、次の情報を用意してく
ださい。

■ 新しいクライアントタイプ
■ デフォルトのクライアントタイプから変更した設定と、変更した方法
■ /var/opt/SUNWam/debug/render.debugファイルまたは

/var/opt/SUNWam/debug/MAPFilterConfigファイルに報告されているエラーまたは
例外の内容

■ タグライブラリログファイル /var/opt/SUNWam/debug/mapJspに報告されている例
外の内容

このマニュアルに関するコメント
弊社では、マニュアルの改善に努めており、お客様からのコメントおよびご忠告を
お受けしております。Webベースの書式を使用して、Sunにフィードバックしてく
ださい。

http://www.sun.com/hwdocs/feedback

マニュアルのタイトル全体と Part No.を適切なフィールドに入力してください。Part
No.は、マニュアルのタイトルページか先頭に記述されている 7桁または 9桁の番号
です。たとえば、このリリースノートの Part No.は、820-3184です。

その他の情報
次のインターネットのサイトで、Sun Java Systemの情報を参照できます。
■ Sun Java Systemのドキュメント http://docs.sun.com/prod/java.sys

■ Sun Java Systemプロフェッショナルサービス
http://www.sun.com/service/sunjavasystem/sjsservicessuite.html

■ Sun Java Systemソフトウェア製品およびサービス http://www.sun.com/software

■ Sun Java Systemソフトウェアサポートサービス
http://www.sun.com/service/serviceplans/software/

■ Sun Java Systemサポートおよびナレッジベース
http://www.sun.com/service/serviceplans/software/

その他の情報
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■ サポートおよびトレーニングサービス http://www.sun.com/training/

■ Sun Java Systemコンサルティングおよびプロフェッショナルサービス
http://www.sun.com/service/sunjavasystem/sjsservicessuite.html

■ Sun Java System開発者用の情報 http://developers.sun.com/

■ Sun開発者サポートサービス: http://developers.sun.com/prodtech/support/
■ Sun Java Systemソフトウェアトレーニング http://www.sun.com/training

■ Sunソフトウェアデータシート http://www.sun.com/software

その他の情報
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